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「その咎
とが

がゆるされ、 

その罪がおおい消される者は さいわいである」 

（聖書：詩篇 32篇） 

 上記の言葉は、聖書の中に記されているダビデ王の言葉です。 

ダビデは、イスラエルの王で、神に愛されていた人でしたが、 

大変な罪を犯してしまいます。 

彼はかつて貧しい羊飼いの少年でした。その彼が、不思議な神の摂理で、

厳しい試練を通されながら、とうとうイスラエルの王にまで引き上げられる

のですが‥‥ ある春の日の夕暮れ、部下は戦いの最中、自分は城にとどま

り、午睡から覚めて、屋上を歩いていると、ひとりの美しい女性を見つけま

す。調べさせると、忠実な部下ウリヤの妻であることが分かりました。 

ダビデは使者を遣わし、彼女を自分のもとに連れて来させます。 

やがて彼女は「わたしは子をはらみました」と彼に告げたのです。 

ダビデはこの罪を隠すために、戦いの最中にいる部下ウリヤを連れ戻し、 

家で休むよう促します。しかし忠実なウリヤは、仲間が戦っているのに自分

だけが家で妻と休むことは出来ないと、外で家来たちと休みます。何度促し

ても、彼は妻のもとには帰りません。ダビデはとうとう、ウリヤの隊長に手

紙を書き、それを持たせて、帰しました。その手紙には「ウリヤを、激しい

戦いの最前線に出し‥彼を打ち死にさせよ」と。王の命令です。そのように

事は運ばれ、彼は死んでしまいました。ダビデは、ウリヤの妻を自分の家に

召し入れ、自分の妻としました。   (裏面に続く) 

バイブルの愛 
～永遠の命～ 

  

 

2014.１月号 

発行：北野田キリスト教会 

   堺市東区南野田 364-7 

   TEL(072)235-0522 

      牧 師 大 岡 

 

発行：北野田キリスト教会 

   堺市東区南野田 364-7 

2022.９月 

mailto:kitanoda@wonder.ocn.ne.jp
http://www.kitanoda.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪ 主日礼拝  毎日曜日 午前 10:30～11:40（無料） 

（毎月 4週目を伝道礼拝にしています。） 
 

初めての方もご遠慮なくいらして下さい。 

無理な勧誘など一切ありません。ご心配なく。 

聖書の言葉に、触れて下さい。聖書は永遠のベストセラー☆ 

駅から南へ 3分、線路

沿い。車でのお越し

は、地図の通り、西除

け川を沿って。P有。

カーナビではなぜか

無理です。ご注意下さ

い。 072-235-0522 

当教会は、統一協会、ものみの党(エホバの証人)、モルモン教などの異端ではありません。お困りの方はご相談下さい。 

 

 

「９月伝道礼拝」ご案内  

2022・９・25（日）10:30～11:40 

初めての方に、分かりやすい、聖書のお話しです。 

きれいなリードオルガンの音色にも癒されます。

またさんびや証もあります。 

どなたもお気軽にお越し下さい。無料。 
 

会場：駅から 3分の北野田キリスト教会 

「しかし、ダビデがしたこの事は主を怒らせた」と聖書に記されています。

自分の罪を隠すために、嘘で塗り固めても、心は耐えられない苦しみに のた

うち回り「ひねもす苦しみうめいたので、わたしの骨はふるび衰えた‥」と

ダビデは告白しています。そして神様にひれ伏して謝るのでした。 

人間、何が幸いか‥神に責められない、咎められない、罪を赦して頂いた

ことだと。キリストは今も「子よ、しっかりしなさい。あなたの罪はゆるさ

れたのだ」と、この言葉を与えるために、十字架に架かって、私たちの代わ

りに裁かれて下さったのです。 

心に罪のない人間はひとりもいません。罪の赦しを受け取って、幸いな永

遠の命に入らせて頂きましょう。「すべては、あなたがたのもの‥生も死も現

在のものも、将来のものも‥」(聖書)  「死」も私たちに授かっているものな

のです。避けられない死を、さいわいな永遠の命に続く、死とさせていただ

きましょう。 
「『今から後、主にあって死ぬ死人はさいわいである。』 

御霊も言う、『しかり、彼らはその労苦を解かれて休み、 

そのわざは彼らについていく』」     （聖書） 
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